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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月26日(2015.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の分割領域を具備し、前記複数の分割領域のうち、ユーザによって選択された分割
領域を感知する入力部と、
　前記複数の分割領域に対応する情報を割り当て、前記入力部によって、前記複数の分割
領域のうちいずれか１つの分割領域が選択されたと感知されれば、前記分割領域に割り当
てられた情報が入力されると解釈する入力解釈部と、を含み、
　前記複数の分割領域それぞれは、複数の文字が割り当てられており、
　前記分割領域のうち、２以上が選択されれば、前記選択された分割領域に割り当てられ
た複数の文字を、前記選択された分割領域の順序によって組み合わせて生成される予測単
語が抽出され、前記それぞれの分割領域に割り当てられ、
　前記入力解釈部は、前記予測単語が割り当てられた分割領域が、所定の方法によって選
択されれば、前記方法によって選択された分割領域に割り当てられた予測単語が入力され
ると解釈することを特徴とする単語予測を介した情報入力システム。
【請求項２】
　前記入力解釈部は、前記複数の分割領域のうち、少なくともいずれか１つの分割領域に
は、拡張キーが割り当てられるようにして、
　前記分割領域が 一つ以上選択され、前記拡張キーが選択されれば、前記拡張キーを除
いた、前記拡張キーに接した分割領域を含む拡張領域に前記抽出された予測単語が割り当
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てられ、
　前記分割領域が 一つ以上選択され、前記拡張キーが選択された後、前記拡張領域に属
する分割領域が選択されれば、前記予測単語が割り当てられた分割領域に割り当てられた
予測単語が入力されると解釈することを特徴とする請求項１に記載の単語予測を介した情
報入力システム。
【請求項３】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記入力解釈部は、前記予測単語が割り当てられた分割領域に、前記ユーザが接触した
後、所定距離以上ドラッグしたと判断される場合、前記分割領域に割り当てられた予測単
語が入力されると解釈することを特徴とする請求項１に記載の単語予測を介した情報入力
システム。
【請求項４】
　前記入力解釈部は、前記複数の分割領域のうち、少なくともいずれか１つの分割領域に
は、拡張キーが割り当てられるようにして、
　前記複数の分割領域が 一つ以上選択され、前記拡張キーが選択された後、前記拡張キ
ーを除いた、前記拡張キーに隣接した分割領域を含む拡張領域に属する分割領域が選択さ
れれば、前記予測単語が割り当てられた分割領域に割り当てられた予測単語及びスペース
キーが順次に入力されると解釈することを特徴とする請求項１に記載の単語予測を介した
情報入力システム。
【請求項５】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記複数の分割領域が 一つ以上選択された後でなされる、前記拡張キーの選択と、前
記分割領域の選択とが１つのドラッグ動作で行われることを特徴とする請求項４に記載の
単語予測を介した情報入力システム。
【請求項６】
　前記複数の分割領域が一つも選択されず、前記予測単語が、前記分割領域に割り当てら
れていない状態では、前記拡張キーの選択と、前記分割領域の選択とをなす１つのドラッ
グ動作が、前記予測単語の入力の代わりに選択された分割領域に該当する文字を大文字で
入力させ、シフト（shift）キーの機能を担当することを特徴とする請求項５に記載の単
語予測を介した情報入力システム。
【請求項７】
　前記分割領域が一つ以上選択され、前記拡張キー、前記拡張領域に属する分割領域、前
記拡張キーが順次に選択されれば、前記選択された分割領域に割り当てられた予測単語及
びスペースキーが順次に入力されたと解釈することを特徴とする請求項２に記載の単語予
測を介した情報入力システム。
【請求項８】
　前記分割領域が一つ以上選択され、前記拡張キー、前記拡張領域に属する分割領域、前
記拡張キーが順次に選択されれば、前記分割領域に割り当てられた予測単語は、大文字で
入力されることを特徴とする請求項２に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項９】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記複数の分割領域が一つ以上選択された後でなされる、前記拡張キー、前記分割領域
、前記拡張キーの選択に続いていく一連の選択過程が、１つのドラッグ動作で行われるこ
とを特徴とする請求項７または８に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１０】
　前記複数個の文字が割り当てられた分割領域には、数字も割り当てられており、
　前記複数個の文字が割り当てられた分割領域のうち、第１分割領域が選択された後、前
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記拡張キーが割り当てられた分割領域が選択され、前記複数個の文字が割り当てられた分
割領域のうち、第２分割領域が選択された場合、前記第１分割領域に割り当てられた複数
個の文字のうち、第２分割領域に割り当てられた数字の順序に対応する文字が入力される
ようにすることを特徴とする請求項２に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１１】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記分割領域、前記拡張キー、前記分割領域の選択に続いていく一連の選択過程が、１
つのドラッグ動作で行われることを特徴とする請求項１０に記載の単語予測を介した情報
入力システム。
【請求項１２】
　前記複数個の文字が割り当てられた分割領域は、ドラッグ方式に選択されることを特徴
とする請求項２に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１３】
　前記分割領域が一つ以上選択され、前記拡張キー、前記拡張領域に属する分割領域、前
記拡張キーが順次に選択されれば、前記選択された予測単語が入力され、前記拡張領域に
記号が新たに割り当てられて選択されることを特徴とする請求項２に記載の単語予測を介
した情報入力システム。
【請求項１４】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、
　前記拡張キー、前記分割領域、前記拡張キーの選択に続いていく一連の選択過程が、１
つのドラッグ動作で行われることを特徴とする請求項１３に記載の単語予測を介した情報
入力システム。
【請求項１５】
　前記複数個の文字が割り当てられた分割領域が順次に選択されるとき、前記入力解釈部
は、前記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせを含む予測単語のリスト
のうち１つの予測単語を抽出し、
　前記情報入力システムは、
　前記抽出された予測単語を一時的に画面に出力する出力部をさらに含むことを特徴とす
る請求項２に記載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１６】
　前記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせを含む予測単語のうち、前
記選択された分割領域に割り当てられた文字の組み合わせ部分がいずれも同一である場合
には、前記出力部は、前記拡張領域に、前記選択された分割領域に割り当てられた文字の
組み合わせ部分を除いた文字だけ出力させることを特徴とする請求項１５に記載の単語予
測を介した情報入力システム。
【請求項１７】
　前記入力部は、タッチセンサを具備しており、ユーザの接触いかんを判断することがで
き、前記入力解釈部は、前記複数の分割領域のうち、少なくともいずれか１つの分割領域
には、拡張キーが割り当てられるようにして、
　１）前記分割領域が選択され、前記拡張キーが選択されるドラッグ動作；
　２）前記分割領域が選択され、前記拡張キーが選択された後、前記拡張領域に属する分
割領域が選択されるドラッグ動作；
　３）前記拡張キーが選択され、前記の分割領域が選択されるドラッグ動作；及び
　４）前記拡張キーが選択され、前記の分割領域が選択された後、前記拡張キーが選択さ
れるドラッグ動作；をそれぞれ区分して機能を担当することを特徴とする請求項１に記載
の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１８】
　前記分割領域に割り当てられた文字を選択する方法と、前記分割領域に割り当てられた
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予測単語を選択する方法は、互いに区分され、前記分割領域に割り当てられた文字を選択
するときには、前記拡張キーにも、文字が割り当てられることを特徴とする請求項２に記
載の単語予測を介した情報入力システム。
【請求項１９】
　前記分割領域は、前記複数の文字が割り当てられている場合と、前記予測単語が割り当
てられる場合とにおいて、位置及び大きさが変更されないことを特徴とする請求項１に記
載の単語予測を介した情報入力システム。
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